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近畿北部の地殻活動　〜丹波山地における微小地震活動の静穏化〜
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近畿北部の地殻活動 ～地殻変動連続観測のトレンド変化～

京都大学防災研究所地震予知研究センター

第１図 天ヶ瀬観測室における歪変化と日雨量（1999年１月～2006年10月）

第２図 逢坂山観測所における歪変化、地下水位と日雨量（ 1999年１月～ 2006年10月）

降雨からの地下水位推定値と
実測水位が大きくずれた

近畿地方横坑連続観測点3点の1999年1月～2006年11月の伸縮計記録を示す。 2003年初頭以来の
トレンド変化が継続している。各観測点の機器配置図、および各点のこの１年間の変化の詳細
は、「地殻活動総合観測線最近１年の観測結果」を参照。（森井 亙・尾上謙介・大谷文夫）
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第３図 屯鶴峯観測所における歪変化と日雨量（1999年１月～2006年11月）

第４図 近隣のGEONET測線との比較。天ヶ瀬は歪集中帯の歪速度変化（次頁参照）、屯鶴峯
は中央構造線屈曲部に見られる1年早い変化と対応する（重ねたグラフは[天理-吉野]間歪）
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第1図 新潟神戸歪集中帯／丹波山地 地域（挿入図 緑枠内）のGPS基線の歪の時間変化。
縦赤線が、２直線の回帰モデルで求められた変化時期。2003年以来の傾向が継続している。
国土地理院GEONETデータを使用した。データ前処理は大谷（予知連会報Vol.76,pp.532-）の方
法。

近畿北部の地殻活動
～GPSデータでみる近畿北部のひずみ速度変化～

京都大学防災研究所地震予知研究センター
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第２図 上宝観測所蔵柱観測室における歪変化と日雨量（2005年11月～2006年10月）

第１図 観測点位置図

地殻活動総合観測線最近１年の観測結果
京都大学防災研究所地震予知研究センター
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第３図 天ヶ瀬観測室における歪変化と日雨量（ 2005年11月～2006年10月）

第４図 逢坂山観測所における歪変化、地下水位と日雨量（ 2005年11月～2006年10月）

7月の異常な雨量のため

測器が水没した

7月の異常な雨量のため

ここからスケールアウト

以後レベルがシフト
している
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第５図 屯鶴峯観測所における歪変化と日雨量（2005年11月～2006年10月）

第６図 由良観測室における歪変化と湯浅（JMAアメダス）の日雨量

（2005年11月～2006年10月）
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第７図 宮崎観測所における歪・傾斜変化と日雨量（2005年11月～2006年10月）

第８図 伊佐観測室における歪・傾斜変化と日雨量（2005年11月～2006年10月）

日雨量500ｍｍを

越える豪雨
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第９図 宿毛観測所における歪・傾斜変化と日雨量（2005年11月～2006年10月）

第10図 槇峰観測室における歪・傾斜変化と日雨量（2005年11月～2006年10月）
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第11図 高城観測室における歪変化と傾斜変化（2005年11月～2006年10月）

第12図 串間・大隈観測室における歪変化と傾斜変化（2005年11月～2006年10月）

（和田安男・森井 亙・尾上謙介・大谷文夫・寺石眞弘）
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